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飲

洒

連

転

は

絶

対

に

や

め

よ

ぶつ

自
治
行
政
の
推
進
に
は
住
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
が
、
住

民
の
理
解
と
協
力
を
得
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
広
報
は
重
要
な
も
の
と
な

る
の
で
、
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
広
報
「
肱
川
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
広
報
を
つ
く
る
側
と
読

む
側
と
の
会
を
持
ち
ま
し
た
。

総
務
課
長
四
十
九
年
は
町
に

と
っ
て
も
試
練
の
年
で
あ

る
。
私
達
は
、
物
量
の
繁
栄

に
慣
れ
、
人
間
的
、
地
域
的

エ
ゴ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
は
人
間
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
つ
く
り
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
い
う
仕
事

を
す
る
上
で
、
町
行
政
へ
の

住
民
の
理
解
を
よ
り
深
め
る

こ
と
が
大
切
で
、
広
報
活
動

が
こ
れ
か
ら
、
よ
り
重
要
な

時
代
と
な
っ
て
き
た
。

広
報
活
動
は
、
広
聴
活
動

を
含
め
、
行
政
側
と
住
民
が

充
分
に
意
見
を
交
換
し
あ
う

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

、。＞ヽ
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読
ま
せ
る
工
夫

と
働
き
か
け
を

熱心に討議する代表者の皆さん

広
報
は
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ
役

ハ’ー
発行

肱川町企画調整室

電話肱川局 120
印刷 工ヒメコープ印刷部

昭和48年12月末現在
世帯数 1 ;126戸
人口男 2,136人
女 2,191人
計 4,327人
（前月比7人増）

（転入） 11人

（転出） 4人

（出生） 3人

中居谷 藤原恵子ちゃん
大平 後藤里美ちやん
中居谷 西浦美由紀ちやん

（死亡） 3人

下敷水 和気安市さん

月の尾 山内ミフサさん

上鹿の川岩本信之さん

、

I
～
 

委
員
行
政
広
報
は
公
民
館
報

の
よ
う
に
、
ひ
と
つ
の
問
題

を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
が

で
き
に
く
い
。

橋
本
部
落
常
会
の
伝
達
事
項

[』

と
の
か
み
合
い
記
事
は
よ

い
。
七
号
で
の
年
金
の
解
説

こ
汀
臼
口
汀

あ
る
。

い
う
濯
度
か
も
知
れ
な
い
が
下
石
常
会
問
題
の
復
習
と
し

•••••• 

て
利
用
し
て
い
る
。
各
課
の

問
題
を
こ
ま
か
く
載
せ
て
ほ

山
下
余
り
読
ん
で
い
な
い
。

し、

。

読
ま
せ
る
工
夫
と
働
き
か
け

＞ヽ

浜
田
「
お
た
ず
ね
に
答
え
て
」

が
大
切
で
あ
る
。
読
ま
な
け

れ
ば
損
を
す
る
と
い
う
も
の

は
記
事
を
に
ぎ
わ
す
た
め
に

必
要
な
ら
ば
だ
が
、
投
書
を

に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

期
待
す
る
の
は
む
ぜ
か
し
い

兵
頭
本
人
（
世
帯
王
）
が
読

の
で
は
な
い
か
。

む
だ
け
に
な
り
や
す
い
。
常

委
員
電
話
で
も
か
ま
わ
な
い

n

ら
利
用
し
て
ほ
し
い
。

橋
本
主
要
産
物
で
あ
る
花
木

の
記
事
が
な
い
が
：
・
…
O

委
員

II

農
林
だ
よ
り
11

は
農
協

て
編
集
さ
れ
て
い
る
。

岩
田
青
年
団
な
ど
へ
の
配
付

も
考
え
て
筏
し
い
。
青
年
は

行
政
を
知
ら
な
い
。

浜
田
組
織
へ
の
配
付
は
良
い

大
池
に
猥
を
お
ろ
し
た
生
浩
と

花
咲
く
文
化
の
創
造
を
目
ざ
し
て

ー
藤
川
町
長

理
解
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
だ
か
ら
、
係
は
常
に

必
要
な
情
報
を
求
め
る
心
構

え
が
必
要
で
あ
る
。

総

務

課

長

文

章
の
程
度
は
中

学
三
年
生
が
読
ん
で
わ
か
る

く
ら
い
の
と
こ
ろ
に
基
準
を

司

会

者

広

報
を
つ
く
る
側

と

お

い

て

い

る

。

し
て
の
意

見

は

。

委

員

広

報

を

読

め

ば

漢

字

の

委
員
住
民
が
行
政
を
正
し
く
使
い
方
、
送
り
が
な
の
正
し

批
判
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
い
使
い
方
が
習
え
る
よ
う
心

る
。
そ
れ
に
は
よ
く
行
政
を
が
け
て
い
る
。

住
民
の
紙
面
へ
の
参
加
を
期
待

司
会
者
今
後
の
広
報
の
あ
り
一
は
な
い
か
。

方
は
。

一
浜
田

II

知
る
と
い
う
意
欲
II

の

の
広
報
の
あ
会
か
ら
帰
る
と
机
の
中
へ
入

橋

本

広

聴

活

動

を

活

発

に

し

な

い

人

も
あ
る
の
だ
か
ら
、

り

方

に

つ

い

れ

て

し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

て
役
し
い
。
：
肱
川
町
は
意
見
む
ぎ
に
な
っ
て
読
ま
す
必
要

て
意
見
を
出

司
会
者
広
報
の
作
り
方
は
？

を
集
め
る
と
い
う
こ
と
が
遅
は
な
い
。
役
場
の
あ
り
方
や

し
て
も
ら
い
委
員
従
来
は
総
務
課
が
担
当

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
広
報
の
役
目
に
つ
い
て
も
、

た

い

。

し

、

片

手

間

的

で

あ

っ

た

が

委
員
二
月
頃
、
係
長
が
各
部
―
あ
る
程
度
わ
か
っ
て
い
る
は

今
の
広
報
ム
「
は
企
画
調
整
室
が
受
け
持

落
を
訪
問
し
、
意
見
を
交
換
ず
。
行
政
広
報
で
あ
る
限
り

は
ど
の
程
度

ち

、

ま

た

、
広
報
の
行
政
上

す
る
機
会
を
持
ち
た
い
と
思
役
場
か
ら
の
一
方
的
記
事
で

読

ま

れ

て

い

に

し

め

る

ウ

エ
イ
ト
が
大
き

っ

て

い

る

。

も

仕

方

な

い

と

思

う

。

る
か
。

く

な
っ
た
の
で
読
者
を
ひ
き

増

田

こ

れ

か

ら

の

広
報
は
、

総
務
課
長

来
年
度
は
町
独
自

つ
け
る
た
め
活
版
に
し
、
写

浜

田

部

落
常

親
し
み
を
感
じ
る
こ
と
が
大
の
町
民
運
動
的
行
政
を
行
な

真
も
と
り
入
れ
て
い
る
。
ま

切
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
座
談
う
方
針
な
の
で
広
報
に
も
身

た
、
各
課
に
広
報
委
員
を
お

会
で
、
本
題

き
、
課
内
の
記
事
を
整
理
し

に
入
る
前
、

皆

ん

な

読

ん

て

ハ

る

。

会

、

投

書

な

ど

で

住

民

の

紙

近

か

な

問

題

が

で

て

く

る

と

で
い
る
よ
ぅ

司

会

者

広

報
を
見
て
、

町

の

面

へ

の

参
加
を
ふ
や
す
と
か
思
う
。

だ
。
た

だ

‘

行

事
、
お
知
ら
せ
な
ど
理
解
写
真
な
ど
で
視
覚
に
う
っ
た
上
田
課
長
一
住
民
と
し
て
考

見
て
い
る
と

で

き

る

か

。

え

る
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
え
れ
ば
町
報
、
館
報
、
農
林

う
に
常
に
必
要
な
情

報
を
求
め
る
よ

12月5日0人権相談（公民館）

7日0公民館成人大学（公民館）

10日0イソフルエンザ予防注射

（大谷小）

11日0第91回町議会定例会招集

（公民館）

12日0第91回町議会委員会（公

民館）

15日0教育委員会（公民館）

14日0町議会定例会最終日（公

民館）

12月5日～

1月4日

0教育委員会（公民館）

17日0小藪消火栓施設竣工祝賀

会（中小藪集会所）

18日0町常会（公民館）

21日0母親学級（公民館）

23日0上鹿野川集会所落成祝

賀会

24日0不燃物収集（町内）

28日0仕事納め

0大掃除

1月4日0仕事始め

だ
よ
り
と
も
そ
れ
ぞ
れ
役
目
＿

と
き

二
月
十
五

日
、
午
後
一
時

l
三

時
と
こ
ろ
、
肱
川
町

公
民
館

内

容

◎
妊
産
婦
の
歯
科
衛
生
に
つ
い

て◎
助
産
婦
に
よ
る
診
療

◎
そ
の
他
各
種
検
査

離
乳
食
講
習
会

と
き
二
月
二
十
七
日
、

午

前
九
時
三
十
分
ー

と
こ
ろ
、
肱
川
町
公
民
館

午
後
離
乳
食
講
習
会
の
あ
と

乳
児
健
康
相
談
を
実
施
い
た
し

ま
す
。 一

を
果
た
し
て
い
る
と
思
う
。

母

親

学

級

人
間
開
発
を
根
底
に
、
お
互

い
の
力
を
結
集
し
、
健
康
で
明

る
い
生
活
環
境
づ
く
り
に
、
一

段
の
努
力
を
傾
け
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

私
以
下
職
員
一
同
、
自
戒
自

重
、
自
ら
能
力
の
啓
発
に
つ
と

年

頭

の

あ

い

さ

つ

ー

め

、

．
一
致
協
力
し
て
自
治
の
進

展
に
つ
と
め
る
覚
悟
で
ご
ざ
い

謹
ん
で
年
頭
れ
る
さ
中
の
年
明
け
を
迎
え
ま

ま
す
。

の
ご
挨
拶
を
申
し
た
。

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
自
主
自
栄
、
自
ら
の
郷

し
あ
げ
ま
す
。
好
む
と
好
ま
ざ
る
に
か
か
わ

土
社
会
は
自
ら
の
手
で
の
合
言

一
口
に
申
し
ら
ず
、
私
た
ち
は
生
活
の
転
か

葉
の
も
と
、
一
層
の
協
賛
を
た

て
、
昨
四
十
八
ん
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
り

ま
わ
る
こ
と
を
切
念
し
ま
し

年
は
、
メ
ッ
キ
ま
し
ょ
う
。
た
だ
大
事
な
こ
と

て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

の
は
げ
た
日
本
は
、
そ
れ
を
主
体
性
を
も
っ
て

ま
す
。

・

素
顔
の
日
本
の
行
な
う
こ
と
だ
と
自
戒
い
た
し

弱
さ
、
み
に
く
て
お
り
ま
す
。

●
●

0
9
.
 

ッ
キ
を
と
り
、
化
粧
を
洗

さ

を

ま

さ

ま

さ

メ

と
見
、

驚
嘆
し
わ
れ
て
見
て
、
自
分
た
ち
の
生

た
年
で
あ
り
ま
活
が
砂
上
の
楼
閣
で
あ
っ
た
こ

し
た
。

と

を

知

り

ま

し
た
。

そ
し
て
な

お

私

た

ち

は

改

め

て

、

大
地
に

二
月
ー
三
月
の
根
を
お
ろ
し
た
生
活
と
そ
の
上

経
済
危
機
説
が
に
花
咲
く
自
ら
の
文
化
を
創
る

朝
野
を
あ
げ
て
こ
と
の
必
要
さ
を
痛
感
い
た

し

真
剣
に
論
じ
ら
ま
す
。

今
後
は
、
年
代
別
、
組
織
別

の
人
達
の
意
見
を
聞
け
る
会

を
多
く
持
ち
、
多
く
の
意
見

を
聞
き
、
あ
せ
ら
ず
に
改
善

し
て
立
派
な
広
報
に
し
て
殴

し
い
。

司

会

者

本

日

は

大

変
貴
重
な

御
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
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第91回定例会であいさつする藤川町長

一
般
会
計
総
額
四
七
五
、

第
九
十
一
回
決
算
認
定
に
つ
い
て

定
例
会
は
、
十

0
一
般
会
計

二
月
十
一
日
か
四
―
-
、
七
一
六
、
五
八
一
円

ら
十
四
日
ま
で

0
特
別
会
計

の
四
日
間
の
会
一

0
三
、
一
七
九
、
九

0
九
円

期

で

開

か

れ

‘

計

上
程
さ
れ
た
議
五
一
四
、
八
九
六
、
四
九

0
円

案
十
五
件
と
昭

二
、
肱
川
町
大
字
の
区
域
の

一

和
四
十
七
年

度

部

変

更

お

よ
び
小
字
の
廃
止

歳

入

歳

出

決

算

に

つ
い
て

認
定
に
つ
い
て

0
大
字
西
か
ら
大
字
大
谷
へ
四

審
議
し
、
全
て

筆
区
域
変
更

の
議
案
を
原
案

0
大
字
大
谷
の
小
字
が
全
部
廃

ど
お
り
可
決
、
止
さ
れ
た
。

認
定
し
て
閉
会
三
、
喜
多
郡
内
陸
部
土
地
開
発

し

↑

公

社

定

款

の

一

部

変

更

に

つ

こ。

上

程

議

案

い

て

一、

昭
和
四
十
四
、
肱
川
町
老
人
医
療
費
給
付

七
年
度
肱
川
一
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

町
歳
入
歳
出
五
、
職
員
の
休
日
、
休
暇
な
ら

四
九
二
千
円
に
／
．

人
件
費

二
、
六
四
三
千
円
予
算
補
正

ゎ
ー•,―--•

肱川町長寿番付表

昭和49年中に満85オ以上になるおとしより
（年令は49.1.1現在）

東 西

地位1部落 i氏名 l生年月日悶 地位1部落 l 氏名 1生年月日 l闊
明12治.11.12 

才
明12治.12. 2 孟讐

小下共中嵯峨栄藪谷野t長:田ト クノ 94 雙冒
下久／肱干郷嵯峨保谷栄生市大西村中川野山上田ナ恒房伝タヲ行ヨ吉メ治

トメ13. 6. 6 93 14. 5.23 92 
II ヨシ 14. 6.25 92 II 15. 3.10 91 

闘 サ茂ク市ヲ15. 4.19 91 闘 16, 1. 3 90 
森 16. 5.10 90 16. 9.18 90 

門門広常 17.12. 6 89 門雙 喜大闘野ツ子ヨ 18. 1 2 88 II 18. 3.21 88 ムマヨ 18. 6. 6 88 
// 3 

藤下大上菟上森嵯嵯嵯野之峨峨峨原和谷尾谷谷

18. 9. 6 88 // 3 

ハ繁タキ太サ土悶ッキ日郎士ノホヲロ

19. 2.28 87 
II 4 19. 3.12 87 II 4 20. 6.22 86 
// 5 20. 9.16 86 II 5 20.10. 4 86 
// 6 20.1 o.17 86 II 6 21. 4. 8 85 
// 7 21. 5. 6 85 II 7 21. 5. 9 85 
II 8 21. 7.14 85 II 8 21. 9. 2 85 
II 9 21.11.12 85 // 9 21.11.15 85 

十両

広瓜月中 生野 谷尾常津 上西〗日山鷹内田田 ト貞メチ美カノ
22. 2.10 84十両

上市下下上道月鹿鹿鹿森野之野野野野尾川）尾畦川山I I 
村松橋富川駅本本氷中田カハサ菊音メ衛吉ダョル

22. 3.12 84 
II 2 22. 3. 28 84 // 2 22. 5.31 84 
// 3 22. 8 • 4 84 II 3 22. 8. 5 84 
// 4 

サ泰ワ＝ヨ22. 8. 15 84 11 4 22. 9. 1 84 
II 5 
瓜町生谷

22. 9. 384 // 5 22. 9.26 84 
// 6 ツ）レヱ22. 10 • 4 84 II 6 

タ定カ雄エ
22.11. 6 84 

II 7 II チカ22 • 12 • 7 84 II 7 22.12.17 84 
II 8 大和 キヌヨ 22.12. 31,84 

肱川町の老人階層表

ktl"r長
寿
番
付
発
表

検

査

勧

進

し
、
も
う
す
ぐ
全
人
口
に
対
し

二
割
に
な
り
ま
す
。

し
か
も
長
生
き
の
敵
と
い
わ

れ
て
い
る
脳
卒
中
、
ガ
ン
、
心

ノヽ号

日

本
人
の
寿
命
は
、
食
生
活
ぎ
ま
し
た
。

男
七
十

一
オ
女
七
十
六
オ
に
な
臓
病
を
追
放
す
る
と
、
寿
命
は

m-OJ改
善、

地
域
環
境
の
整
備
お
明
治
二

十

五

年

に

は

、

男

四

り

ま

し

た

。

さ

ら

に

大

き

く

伸

ぶ

も

の

と

考

よ
び
医
学
の
目
ざ
ま
し
い
進
歩
十
三
才
女
四
十
四
オ
で
あ
っ
た
当
町
で
も
、
六
十
才
以
上
の
え
ら
れ
ま
す
。

（
 
等
に
よ
っ
て
、
大
幅
に
伸
び
て
も
の
が
、
昭
和
四
十
七
年
に
は
年
令
層
は
、
現
在
十
九
％
に
達
そ
こ
で
、
老
人
の
余
生
、
生

議

会

議

長

永

田

茂

喜

老
人
ク
ラ
プ
連
合
会
長
椎
野
筆
清

収

入

役

尾

下

林

太

郎

t
 ... 
9
 

町

長

行

司

（会計） （補正額）I（累計） 1 条／豆旦つ関 甘て； 院例ノ＇‘ ‘例び
千円 千円 例>役いす特改 の職のにののてる正一員一

一般会計 27,992 475,492 一 給 条 別職さの部の部 致勤
国保// 8,538 73,328 部の料 例のれ誓改給改切時― 

改給が の職た 正与正間
農業共済// 1, 028 12, 978 正与改 一員゜にに ににに

水道// 318 3,738 にに正 ＇ の もつ関つ関
つ関さ といすいす

給食センター// 1,781 21,543 いすれ 給与 づてるてる

歯科診療所 II 77 1,188 てるた にに い 条 条

計 39,734 588,267 + 0 -t 、 0 九、
^ -＾ pp 贔>椎て 義犬犬例ハ-L→ヽ し I 務はをの肱

（歳出額の内訳） 件‘ 補た なつ捨制川

人件費 12,643千円 正゜ どなて定町
＇ がいるに犬

建設事業費 10,663 ，! 1 算予 : 清委員 の決でこつの

補助金等 10 452 に の 任め飼とい： 
’ つ 委辞 命らうのて

その他 5,976 ぃ 員任 にれこ紘示
計 39 734 て にに つたと止

’ 任よ い°のや

7ヽ

き
が
い
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
近
隣
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
オ
以
上
の
お
と
し
よ
り
の
番
付

を
作
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
家
の
た
め
社
会
の
た

老
人
福
祉
が
、
こ
れ
か
ら
の
大
そ
の
解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
な

き
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
り
ま
せ
ん
。

め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

す
が
、
行
政
は
も
ち
ん
家
族
、
な
お
当
町
に
お
け
る
八
十
五
と
思
い
ま
す
。

羽
根
共
同
募
金
は
、
総
額
一

四
万
三
千
九
百
四
十
三
円
と

な
り
ま
し
た
。
ご
協
力
ま
こ

一
四
三
円

一、

三

―
―
円

一
四
三
、
九
四
三
円

（
共
同
募
金
会
）＂

お
た
ず
ね
し
ま
す

II

名
義
変
更
の

手
続
き
に
つ
い
て

三
三

0
円

II

皆
ん
な
で
明
る
い
お
正

月
11

を
合
言
葉
に
毎
年
実
施

し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け

あ
い
運
動
の
募
金
の
収
支
は

次
の
と
お
り
で
す
。
あ
り
が

と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

二

、
場
所

（
募
金
）

一

般

九

三
、

大
谷
白
百
合
会一、四、＼Jヽ

 

―
一
、

個
人
町
職
員

そ
の
他

（配
分
）

長
期
療
養
者

一
七
人

二
五
、

施
設
入
所
者

一
六
人

二
四
、

生
活
被
保
護
者

一
四
人
一
六
、
八

0
0
円

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン

二
三
人

三
七
、
五

0
0
円

保
護
施
設

五
ヵ
所
一
四
、

0
0
0
円

（
共
同
募
金
会
）

0
0
0
円

0
0
0
円

四

0
七
円

0
六
三
円

五

0
0
円

0
0
0
円

よす悪っし
ニー う゜いてまあ
‘‘かなのおしる
AA お゚でりた事
ささ ‘すま°業
んん 国がしとを
がが 土‘たこ計
死生 調次゜ろ画
亡存 査の縦がす
中しし 室点覧‘る
居てて でに期私た
谷いい 手つ間のめ
Mるる 続い中土に
生場場 きてに地‘
へ合合 はお見が地
三 ゜゚ でた落A籍
十 きずしさ図
五 るねたんを
オ でし私に閲
ッ しまもな 覧

地籍調査実施前後の地目別筆数面積変動表

1 地籍調査後

要 ！筆数 1面積 1 摘
如 I

6301 65.09 
8441 44.30 
1951 6.09; 

1,3211404.29 筆界未定地
8筆を含む

1771 3.33 

| 127 87i 
31 27 

,I 271 94; 
1 17 90’ 

11 22 
611 1.30 
21 0.64 

-= 1 

11 1 道路 14.38ii ! 18. 79水路 4.41! 

113,405:547.031 i 

11おこたえしますII

地籍調査の成果を登記所へ送付後、誤りを
発見した場合、法の規定により、町長から管

轄登記所に対し登記簿等の修正に必要な資料
を添付した書面をもって修正の申し出をする
ことが出来ます。おたずねの一、の件はAさ
んの承諾書があればよいことになります。お

たずねの二、の件は相続人の承諾書が必要で
す。（相続がなされてない場合は相続権者全

員の承諾書が必要）
町の事務的な誤りがある場合は、町が責任
を持ちますが、責任の持てない場合もありま
すので一度国土調査室までおいで下さい。
国土調査室長

I 人口 1 対比
.a. 

年令
役

0オ～59オ 3,503人 81. 09% 生民助 危

60,-..,64 227 5.25 活生 る
礼

65,....,69 193 4.47 福委 布

祉員 -t る70-74 171 3.96 

75~79 124 2.87 課総
i l 

長務役 長
80~84 74 1.71 

＇ ， 85以上 28 0.65 

男満松岡 森本鶴雄 安倍淳実
］ ， 

I 

＇ 
合 計 4,320. 100.00 >i I 

共同募金は

こ協力ありがとう
=, 
司→ そ
の
他

職
域
募
金三
九

街
頭
募
金一
七
、
三
四
五
円

143,000円
ごさいました

戸
別
募
金八
六

一
四
四
円

募
金
内
訳

し
た
。

藤
ー
守
仲

と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

で
実
施
し
て
来
ま
し
た
赤
い

去
る
十
月
か
ら
十
二
月
ま

歳末たすけあい募金も

117,800円あつまりました

地籍調査前

筆数 1面積 1摘

加
8841 50.23 
1, 113i 53. 96 
地 22914. 85 

林 1,7131219.60

野 11816-35 
地 1101 44 
地 21 14 
池 191 65i 

堤 241 59 
公衆用道路 321 _56 
公園一一
雑種地 71 0.08 
学校用地 71 0.39 
火葬場敷地 11 0. 01 
獣畜埋廃場 11 0. O 1 

長狭物 一一

合計 4'2601337.86 

地 目
要

ヽ

宅

山

原

墓

境

溜

田
畑

内

さ
ぎ
に
実
施
し
た
大
字
大
谷
（
白
石
、
広
常
、

保
、
影
地
）
地
域
の
成
果
が
出
ま
し
た

。

結
果
は
次
の
表
の
と
お
り
で
す
。

久

畜産冬季大学の開設
多数聴講して ください。

l 講 師 テーマ

埼玉県大里郡寄居町
寄居養豚センター
代表者石田

一区分1 期

養 2月 4日

豚 10時より

養 l2月5日 PTA会館 京都大学農学部
激動する国際

助教授農学博士
獨境と我国養

鶏 110時より（松山市歩行町 1丁目）， 吉田 中
鶏産業の再編
心‘成

酪 2月7日 野村町公会堂 ，浜松市東三方町 私の酪農多頭
農業法人浜松フアーム経営の実績と

農 i10時より （野村町野村12) 代表者 松浦千技雄将来の展望

_i - ---
肉2月 8日
用 i

牛 i10時より
I 

日 I 場

宇和島農協

所

（宇和島市栄町港）

西条市民センター

（西条市四叫町）

私の養豚経営
の現状と環境
駕保全対策

京都大学農学部教授

農学博士 並河

肉牛の肥育と

澄 肉質

一
、
開
設
日一

三
、
相
談
員
県
交
通
事
故
相

談
所
相
談
員

四
、
受
付
午
前
十
時
か
ら
午

後
三
時
ま
で

五
、

相

談

料

無

料

な
お
、
愛
媛
県
交
通
事
故
相

談
所
（
県
庁
内
）
で
は
、
毎
日

一
月
二
十
五
日
（
日
曜
祭
日
を
除
く
）
相
談
に

二
月
二
十
五
日
応
じ
て
い
ま
す
か
ら
ご
利
用
く

三
月
二
十
五
日
だ
さ
い
。
毎
週
金
曜
日
が
弁
護

八
幡
浜
県
事
務
所
士
相
談
日
で
す
。

交
通
事
故

相
談
所
の

開
設


